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事業費 市債 繰入金

5億364万円 3億390万円 1億9,974万円

計画の推進

昭和55年の市庁舎建設から40年以上経過し、施設・設備の老朽化が進んで

いるため、計画的なバリアフリー化、省エネルギー化に重点をおいた改修工事に着

手し、施設の延命化を図ります。

■事業内容 ・天井・配管改修工事（１F・６F・７F）

など

事業費 国 一般財源

600万円 300万円 300万円

■継続費内訳 年度 年 割 額

22億8,710万円
令和５年度 5億 364万円

令和６年度 13億8,556万円

令和７年度 3億9,790万円
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計画の推進

市民の利便性を向上するため、申請の電子化や難聴者の市民が来られた際の

手助けとなるよう窓口支援ツールを導入します。

■事業内容

・愛媛県との共同事業で電子申請サービスの可能性が

あるものについて順次電子申請を行える環境を整備。

・難聴者が来庁された際、職員とのやりとりがスムーズに

行えるよう窓口専用タブレットを設置。

事業費 国 一般財源

9,008万3千円 8,804万6千円 203万7千円

事業費 国 一般財源

275万7千円 215万円 60万7千円

個人番号カードについて、今後予定されている運転免許証や保険証との一体化

等を踏まえ、普及促進と円滑な発行・交付体制を確保します。

■事業内容

個人番号カード交付窓口の運営

出張申請受付の実施

オリジナルグッズ配布による集客促進など

＊R4.12.31時点での交付率 62.7％
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事業費 一般財源

90万1千円 90万1千円

計画の推進

経済・社会・環境の三側面に関係する企業や団体間の情報共有、新たな

連携の促進を図り、市内全域におけるＳＤＧｓへの取組の機運を高めます。

■事業内容

国から「ＳＤＧｓ未来都市」の選定を受けている本市が、令和５年度に

立ち上げる「仮称にいはまＳＤＧｓプラットフォーム（官民協議会）」の運

営経費

事業費 国 一般財源

691万6千円 305万6千円 386万円


